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 「菱の実会」秋の親睦旅行を、下記のとおり計画しましたのでご案内いたします。 

今年は 4 年振りの親睦旅行で「茨城県・阿字ヶ浦海岸」の旅を企画しました。  

茨城県阿字ヶ浦海岸に位置し全室オ－シャンビュ－の絶景ロケ－ションと郷土色豊かな 

活魚料理の「つるやホテル」の旅です。 

 令和元年度に「長野県信州・湯田中温泉」に行き、コロナ感染症の関係で３年間実施 

出来ず久方振りの親睦旅行となります。       

 今回も個人負担を押さえる為、令和元年度同様宿泊旅館の保有大型バス送迎方式としま 

したが、３年間の間に値上げが進み、菱の実会補助も増額しましたが個人会費を値上げ 

して実施することとなりました。        

 ４年振りの開催となります、年齢層が上がると共に参加者が少なくなってきております。 

役員及び関係者一同、皆様が楽しく旅行が出来るよう全員一丸となって手となり足となり 

ますので、多くのご参加をお願いいたします 

          

    記      

 １．開催日：  ２０２３年１０月５日(木)～６日(金) 一泊二日 

 ２．集合場所： 尾島公園駐車場 午前８時４０分集合、９時出発 

     車で来られる方は「尾島行政センタ－第二駐車場」を利用下さい。 

 ３．行 先：  茨城県・阿字ヶ浦海岸 (２日間で４カ所程度の観光) 

 ４．宿泊先：  茨城県・つるやホテル 

      (茨城県ひたちなか市阿字ヶ浦町 2229-20) ☎029-265-8322 

 ５．参加費：  男性：17,000 円/人 、女性：15,000 円/人 

 ６．行 程：  (トイレ休憩は随時) 

   [一日目] 出発 9:00 尾島公園駐車場⇒太田桐生 IC(北関東)⇒笠間西 IC(北関東)⇒ 

  ⇒11:00 笠間稲荷神社⇒11:40～12:00 水戸ﾄﾞﾗｲﾌﾞｲﾝ(昼食)⇒13:00～13:30 

  国営ひたち海浜公園(自由散策)⇒14:50～15:00 つるやホテル到着 

   [二日目] 出発 9:30 ホテル⇒9:50「かねふく」めんたいﾊﾟ-ｸ⇒10:30～10:35 

大洗ﾏﾘﾝﾀﾜ⇒11:10～11:25 ほし芋専門店⇒11:55～12:00 

ﾔﾏｻ水産お魚ｾﾝﾀ-店(食事/買物)⇒13:30～水戸大洗 IC⇒太田桐生 IC⇒ 

尾島公園駐車場(16:00 頃） 

 ７．申し込み方法          

 ①同封の返信はがき、又は下記②項にて９月５日(火)迄にお申し込み下さい。 

 ②インタ－ネット視聴者の方は、下記クリックしてメ－ルにて申し込み下さい 

   hishinomigunma@kmail.plala.or.jp  (申込者をメ－ル本文に記載下さい） 

 

群馬菱の実会･機関紙（年 4 回発行） 2023-8-1 （１） 

 紙面版:令和 5 年 8 月号 ＜愛好会成績や写真等は、下記ホームページに掲載＞ 

ネット版: http://www.hishinomi-gunma.sakura.ne.jp/~hishimig/ 

親睦旅行「茨城県・阿字ヶ浦海岸」へのご案内  



 

菱馬テクニカ紹介                        菱馬テクニカ株式会社 
                                  代表取締役 田村 真史 
 菱の実会の皆様におかれましては、益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。 
さて、この度菱の実会だよりへの寄稿の機会をいただき、誠にありがとうございます。当社の概要を報
告させていただきます。 
菱馬テクニカのご紹介の前に、先ずは、私自身の自己紹介をさせていただきます。今年度(この 4 月)か
ら、菱馬テクニカ社長を拝命しました田村です。89 年に馬電に入社して以来 2015 年まで、石油ファン
ヒータや給湯機の開発業務に携わり、その間、菱の実会の多くの先輩方のご指導を賜りながら会社生活
を送ってまいりました。その後 2016 年からの 7 年間を中津川地区で過ごし、7 年ぶりに群馬に戻って
まいりました。また皆さま方と顔を合わせながらこの地で仕事をさせていただくことをとても嬉しく思
っております。こらからもよろしくお願いします。 
 続きまして本題の、菱馬テクニカの概況をご紹介させていただきます。当社は 91 年に直系関係会社
として設立され、一昨年で 30 周年を迎えました。その間、菱の実会の皆さまの中にも多くの方々に所
属していただき、その皆様の多大なるご尽力と、合わせて馬電 OB の方々のご指導により、大きく発展
してまいりました。事業形態は、ご存じの通りで、当初は、電気温水機の販売・据付事業からスタート
し、その後、電子基板実装組立、プラスチック成形事業及び車両用ヒータ事業等と多角化を進めてまい
りました。基板/プラスチック製造は、今では馬電からの出向者も極わずかで、菱馬テクニカ生え抜き
の社員で生産活動するまでになりました。自主事業である車両用ヒータ事業も堅調な事業で当社を支え
ております。 
菱馬テクニカの事業の中でも、特に、菱の実会の皆さまにお世話になっているのが、給湯機を中心とし
た、販売、据付の事業であります。当初、給湯機の販売・据付からスタートした事業は、MHK のＩＨ
クッキングヒータ等のオール電化製品に展開し、更には、家庭の水回り(洗面、浴室、キッチン)のリフ
ォーム全般事業まで拡げ、ここ近年ではバリアフリー化や屋根、外装の吹き替え等家にまつわる事なら
何でも受け賜るまでに事業拡大を行っております。また、この工事技術を活かし、馬電の工場内の設備
工事の請負に繋げ、更に MHK の工事の一部も請負うまで広げていっております。 
 当社の営業事業の一番のお客様は、菱の実会の皆さま、馬電 OB の皆さまです。菱馬テクニカは、皆
様の定年後の楽しく豊かな生活をサポートできればと考えておりますので、電化製品や家の水回り、リ
フォーム等で困っていることがございましたら、何なりとお声かけいただければ幸いです。迅速で皆様
の痒い所に手が届く対応をモットーに取り組んでまいります。これからも、菱の実会の皆様と寄り添っ
て、皆様の健康で健やかな生活と共に歩むことで、当社の事業の継続と発展が実現できれば幸せなこと
と思います。 
 また、定期的に近隣各地で展示会も開催しております。先日の展示会にも多くの菱の実会の皆さま、
馬電 OB の方々に来場いただき、同窓会のように楽しい雰囲気になりました。今後も、多くの皆さまに
案内をさせていだきますので、その際は是非皆さまお誘いあわせの上ご来場下さい。 
 最後になりますが、菱の実会の益々のご発展と皆様のご多幸を心よりお祈り申し上げます。 

（２） 
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【会員投稿】 
                １２年ぶりの再会           髙柳 静雄 
 
「♪めでた♪めでた～あ～の～♪」・・それは今から１２年前の２０１１年１２月の同期による草津温
泉への忘年会を兼ねた旅行の時である。宿泊先のエレベーターでお会いした団体さん、仲間の１人がそ
の団体さんと言葉を交わす中で、東北訛りを強く感じ取ることが出来た。別れ際にその中の１人の方か
ら「山形県から来た」と聞かされた。 
 夕食を済ませ、仲間と宿のカラオケルームへ行ってみた。そこは結構広い場所ですでに複数の団体客
が賑やかな雰囲気で歌を楽しんでいた。暫くして気付いたのだが、その中にエレベーターでお会いした
団体の方も見えていた。カラオケは、各団体が出番を譲り合いながら時が過ぎ、我々の仲間の番も一巡
に近くなり、自分に順番が回ってきた。歌は苦手で選曲にも困ったが、山形からはるばる群馬に見えて
いる方を思い出し、敬意をこめて山形県の民謡である「花笠音頭」をを歌ってみた。歌の内容はお粗末
であったと思うが、それなりに拍手をいただいた。 
 カラオケも仲間が一巡して会場を出ようとした際、私は１人の男性の方から声をかけられた。その方
曰く「後でサクランボ  ఆఇఈఉఊを贈るから住所を教えてほしい」とのことだった。突然の事で戸惑いつつも
自分の住所を教え、念のため相手の住所をメモした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 年が明け、６月のある日「見事なサクランボ  ఆఇఈఉఊ」が届いた。贈り主は前の年の１２月に草津温泉で
お会いした方からで、山形県の東根市の住所であった。それ以来約１０年間毎年サクランボをはじめリ
ンゴやコメが贈られてきた。こちらからも群馬の特産品やギフト商品を贈った。 
 贈り物のお礼の電話の際、贈り主や奥さんと言葉は交わすものの、10 数年前に突然声をかけられた
方の顔は思い出すことはできず、１度お会いしてみたいという思いが常にあった。しかしながら山形行
きの機会を作ろうと思うものの、1 人で行く勇気もなかった。 
 そんな折、近所に住む会社の先輩でもあるＡさんから、奥さんが山形県出身で６月に帰郷するので一
緒にどうかとお誘いを受けた。奥さんの実家は東根市の隣の寒河江市とのこと。早速かみさんに話をし
たが同行に賛同を得られず、やむなく私の車にＡさんご夫妻を乗せ３人での山形行きが決まった。 
（Ａさんご夫妻は寒河江市に数泊するため、帰りは 1 人旅ということで了解をいただいた） 
山形行きの当日は午前８時に出発。福島県に入った頃から雨が降り出し途中何度かかなり強い雨に遭
い、久しぶりの高速道路の運転に緊張感を覚えた。山形に入るころには小雨模様になり約 400 キロの道
のりを４時間かけ無事に最初の目的地である寒河江市に到着することが出来た。 
 まずは３人で昼食を摂った後Ａさんご夫妻を奥さんの実家まで送り、そこからは１２年前に草津温泉
のカラオケルームで声をかけられた方と再会をするため、寒河江市から約１時間の道程をスマホのナビ
を頼りに東根市へと向かった 
 どんな再会になるか、不安と期待が入り交じる道中「目的地まであと１キロ」とのナビの案内に、緊
張感は更に高まった。間もなくナビが目的地の家を示したが、念のため車中より電話をしてみたが応答
はなかった。 
仕方なく、ナビの示す家を訪ねた。そこでは５人の方がサクランボ  ఆఇఈఉఊの箱詰め作業を行っていた。 
―お仕事中申し訳ございません。この辺りに○○さんのお宅はございませんか？―と尋ねてみた。する
と「この辺りはみな○○だよ」と、一人の方から返事かあった。 
―名前は○○さんという方ですが― するとその中の一人の方が「○○は俺だが何の用だね・・」と、
私を疑うかのように視線を向けた。―すみません、１２年前に草津温泉でお会いした群馬の髙柳です
が・・― 「ああ・・あの時の髙柳さんかい。山形まで一人で来たんかい・・」と、接し方が一変した
ことに安堵したものである。突然の訪問者に、最初はどこの？どいつ？と疑っていたに違いない。ただ、
このような出会いになることは想定内の事でもあった。 
 
それから○○さん（以降 O さん）は 
作業を中断し、家の周りにあるサク 
ランボ畑（約９００坪）を案内して 
くれた。 
  
   

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
東根市から宿泊先の寒河江市に戻り、Ａさん 

ご夫妻と再度合流。駅近くの居酒屋で山形の地酒で 
長旅の疲れを癒した。 

翌日、山形の観光スポットの１つである立石寺 
（歌人松尾芭蕉の歌の舞台になっている）に立寄り、 
1070 段の石段に苦戦しつつも登りつめ奥の院を参拝。 
一泊二日の山形の旅は、先輩Ａさんのお陰で、念願 
だった O さんとの再会そして道中での思い出を胸に 
刻み帰路についた。 
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「群馬菱の実会ホームページ」は、会の貴重な情報の保管庫

としてリニューアルしました。 定期更新はありませんが、この

中には、会の歴史と共に、為になる情報がいっぱい詰まって

います。新たな発見、出会いと脳トレ、脳活等にお役立て頂

ければ幸いです。なお、最新の会員動向や愛好会活動、会

員投稿などの情報は「菱の実会だより」でご覧下さるようお

願いします。 

訃 

報 

（４） 

      

     

     

茂木 照平さん (享年 85 歳)  

6 月 23 日にご逝去されました。 

ご冥福をお祈り申し上げます。 

 サクランボ畑では、草津温泉での思い出や近況を 
交えながら約１時間 O さんとの時間を共にした。  
O さんは、数年前に難病を患い現在も定期的な治療 
を受けているとの事でしたが、元気な姿に安心しま 
した。 

１２年ぶりの再会は約１時間であったが、O さん 
ご夫妻の記録（写真）と記憶をしっかり残し、１２ 
年間の区切りとしつつ東根市を後にその日の宿へと 
向かった。 
 

 

 


